





































































































さを検討する。学習者の日本語能力レベルは，J-CAT テストによって測定された 2．。J-CAT テストは，
聴解・語彙・文法・読解の 4 分野からなるオンラインテストで，発話については測定していない。調
査には 1 人につき約 3 時間かかり，調査の参加者には謝金を支払った 3．。 
対象： モスクワの大学で日本語学を専攻とするロシア人 51人（2013 年 5月の時点で 1 年生 14人，  
2 年生 10 人，3 年生 10人，4年生 9人，5年生 8人） 
発話内容： 5コマ漫画のストーリーテリング 4．（長さ 47 秒～3分 16秒） 















分布になった。発音評価の総合点は 1から 5までの 5段階で，自然さが最も低いものが 1，自然さが最
も高いものが 5 である。表 1 において，各レベルで中央に位置する学習者（中央値）を点線でつない
だ結果，中級前半レベルから中級レベルにかけて逆方向にカーブを描く様子が見られた。つまり，日
本語能力の向上の過程において一時的に発音の不自然さが増す局面があることを示している。レベル
ごとの発音評価の平均点も 3.4 から 3.1に低下している。 
 この一時的に発音の不自然さが増す現象について，実際に学習者がこのような経過をたどるかどう
か，1人 1人の習得過程を縦断的に観察しながら検証を試みる。1回目の調査時点で，中級前半レベル
の学習者は 10 人であった。2 回目の調査は 1 年 10 か月後に行われ，10 人のうち 4 人が調査に参加し
た。1 回目の調査時に 4 人は 1 年生であったが，2 回目の調査時には 3 年生になっていた。表 2 に，4






表 1 日本語レベルと発音習得状況（調査 1 回目，単位：人） 
 












SN 中級前半レベル 中級後半レベル  3.7 3.3  
DN 中級前半レベル 中級後半レベル  3.3 2.7  
AI 中級前半レベル 中級後半レベル  4.0 4.0  
LL 中級前半レベル 中級後半レベル  3.3 4.0  
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しかしながら表 2を見ると，4 人のうち 2人の中級後半レベル時点における発音評価が，中級前半レ
ベル時点より低くなっていた。4人のうち 1 人は発音評価が変わらず，もう 1人は発音評価が高くなっ
ていた。つまり，中級前半レベルから中級後半レベルへと日本語能力が向上しているにもかかわらず，








無声化」，「ポーズ」，「その他」の 7 種類に分類された。これらの 7 種類の不自然さの出現について，
学習の過程でどのように推移するのかを探ってみる。 
1 回目から 3 回目の調査全てに参加した学習者は 7 人であった。この 7 人の学習者について 3 年間，
縦断的に観察した結果を図 1 に示す。図 1 の棒グラフは，それぞれの種類において左から順に調査 1
回目，調査 2回目，調査 3回目の 7 人の発音の不自然さの個所を合計した数値を示している。 
1 回目の調査で発音の不自然さが特に多く見られた，リズム，単音の音色，イントネーションの 3
種類は，3年の学習期間を経て少しずつ減少する傾向が見られた。しかし，それぞれの不自然さの減少































リズム 単音の音色 イントネーション 強弱 無声化 ポーズ その他

































































Японский язык в вузе: актуальные проблемы преподавания 18 （『高等教育における日本語―教育の実際的 
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